









デ ザ イ ン 論 の 難 渋 さ
河 本 敦 夫
学 会 が創立二 十周年 を迎 えた時 には,「 デザ イ ン理 論」 は既 に第17号を出
版 して いた。
この歩 み を振 り返 えると,実 にその 「理論」 の名称 にひ と しき深 さへ,広
さへ と,ま た この学会特 有 の柔軟 さをもつ ことえと,努 力 しつ づけて来た こ
とが,ま ざまざ と目 に見 え る思 い がす る。
ま さに,今 や1981・20号であ るが,通 常 の学会誌 とは違 った,は なや ぎと
イ ンテ リジ ェ ンスへの努 力 も,こ の問 に見捨 て られず に来 たよ うに思 われ る。
最初 の発 刊 に際 して,井 島 会長 が掲 げ られた プログ ラムの述 べ方 は,「 機
関誌発刊 に寄せ て」 とい うので あった。心 ある人 には,そ の意 が分 ったはず
で あ る。つ ま り,当 時 のデザ イ ンと称 した もの,或 はデザ イナー その人 々,
更 には,昔 の新帰朝 者 の如 く迎 え られた社員等 々 そ うした情況 を知 った
上 での会長 の表 現で あ ることが,感 受 され たこ とであ ろ う。私 は,今 で もそ
う思 うの であ るが,こ の大 きく掲 げ られた プログ ラムの下 には,「 一現代 デ
ザ インの地盤一」 と一行小 さく付記 され てい るので ある。 「デザ イ ン理論」
の論 表誌 で あ1ること を,明 々白 々にす るの は,こ の情況 の際,子 供 じみた あ
せ りとで も,会 長 は感 じ られ たのか と,勘 ぐるのは,い け ない推察 か も知 れ
な い。
しか し,今日,二十年20号を迎 えて,畏 敬 すべ き井島会長 が,早 くも 「デザ
イ ン論」 の在 り方 の難渋 さに行 きつ かれていた ことを,思 わ ざる を得 ない。
そ して,未 だ にこれ を乗 り超 える時代は来 てい ない。上記 の私 の勘 ぐ りは,必
ず しも役立 たぬ こ とでは,な かった ろうと思 う。
-1一
